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(ili-ド l)J 以降63ifl~Jj まで（資料の関係から6:1年 1 ～

'l JJを除く，し売がず》て正確には36カ月間ではなく、 3:l

カ；1rJJである）の問の民営の重化学工業およびレーヲン

l：な（大企業および中企業）の新設お上び増資延べれ数

B71件のうち， 212件は外資が参加しており，外資参加部

25%以上の外資コントロール企業だけで133件（全体の 3

分の l以上〉もあるι とくに， fム込資本金1000万Jl,ピー

以！の大企業の場f-？には，外資コントロールのケースだ

けで全体の4：~%，それ以下の比率の外資参加を加えると

82%にも達する。払込資本金100～999万ルピークラスの

企業でも件数の33%は外資参加率25%以上のケースだo

i, むろんこれは， { > I＂重化学工業およびレーヨン工守、

( l('i＼）全体の現勢をあらわすものでなL、方、もしれtn、

61年以降の新設・士償資とし、うマージナノレな数字を抑えた

からだ。しかし， i込営重化学工業およびレーヨン工業の

将来t：どるであろう方向を示しているさとは確かであ為

！＇が、 この43°，ふとカ己i:l%とかし、う数こドでさえ，実態（，：

過小汗価しているよりに忠われる。たとえば，外資参加

率H>%以下の企業でも，多額の民間ベースによる外貨借

款を受けてU‘る企業があるし，技術導入で企業の干－－

-1_: ＇.＇ケーを握られて，，、る企業もある（ さらにまた，外資

一一、－－..r －~.... ~－勾現地報告一、一一」J「ー、ー」’一一一一、日一一「ィー」－－－－－－～J一～，一、一戸、 J

ト（II)i 
霊

ンド経済のコン
= 
霊イ

＝＝ 
呈

＝＝ 

= 
三夫

第2次大戦i'之、インドiこえjナる外国民間長十五輸/liLt,

戦前の鉄道 Y ／＇ヲンテーシ心、石炭中心かじ 1主化学工

業中心に移行した。これについては， ReserveBankの

定期的調査報告をはじめ，数多くの報告がある。しかし

これらの報告の多くは，わ穴くしの知るかきfり，海業別

の外国投資制tr:日題にしており、新規プロ ，；＿： _T ケトの｛可

ノf一セント t／：外資と結合しどそれであるか合01>'1-資料は

少ない。道化学工業およびレーヨン工業の新プロジェケ

ト（民営にかぎる〕の何パーセントに外資が株式資本の

形態で導入 lされているか。二れを示したのがな；ら夫であ

る。
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Private Sectorの金属・金属加r.::r:業，化学工業わよぴレ一宮ンて業における企業の新.J,:t: J!J: 

（新会社設；伝および靖i'l:）件数に占める外資参加件数の割合件数 (1961～63年）

外n:t加率（詣j料、rth.t¥'lr宅金制iに；Ii.Y ＇ る外資の，~I){;-) 併合）

F十
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合，I j 15'1 51 加 山 71 j I XI 212 371 

(i-l三〕 (1) 金鴎・金属加七工業，化学了ー業およびレーヨンγー業とは，イン Jiの工業統計の 3類の全部およひ、2～63

類を打？すc

(2) 車ij・t将設件数は延べ併数（グロス）である。たとえはA社が新会社として；没ヌされたのち， 2悶）'fl資したと

すれば、 fl数は 3件七算定した。これは統ぃ！の性TI上や（・ 10 ／＿ない。

(3) )l;Jl:JJ It五確にいヌペ，1;:-i:r・1～3月パ：＼ !; )Jを除〈引｛11)j～日年12JJ門出力月Ii司であら，，山乍 1～：lJJハ

統，,I；川、 i三に Lて未人 F：あるO

(4) 会社規検は，資本先行前後の払込資本金によって分tiL fムしfがって， Aネ｜：が払λ資本金800万ノレピーで

i没立され， 400万ノレピーずつ2同情資してlfi（）（）万ノレヒーになったとすれば， If!'は資本金日（）（）万～9997ゴノLビー

の欄に，他の 2件は資本金1000万ノレヒー以｜二の欄に数えじれてL、る＂

(5) 判的犯行等，払込'ti木余の変化をHi,rムL、資本発干iI l. ！”かれている。

(6) ↑ノノ l 山工業統計 f：工，在、込資本金：，007j.L ヒ一以上 （.：大余業としてし、る刀一，弁工場をみての五人見では， 1000

万ペヒー l)、上が，日本人ジノ f，える一応y，大食業である。］｛｝｛）万～999万ノレ I'-－は，11企業と考えて乏しっかえ円い

（インドの工場は日本と比較して資本金の割には工場規模か小さしう。
（出所〉 Ministry of Finance, Quart円ーか Statistic、onthe nrorking of Ca1らitalIssues Controlから算IHL f：。
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外l.t4企業との提携には資本参加を伴う合弁事業主！！態の

ほかに資本参加を伴わなし、妓術導入がある。技術導入の

け伝liとして支払われるロヤリティ等がどんなパケ－＞を

ι／功、をヲJ＇すのが第 Ii表であり，ロヤリチィ・しートのうy

1'1i全ノ了ごすのが第 71,ーであるし (ii)年土Ii］年という長近の誠

在であるから、これが現｛Eの傾向だと判断してさ Lっか

えある生いけ ti;;G表によれば，技術導入件数650件（前年

お上二K6J{fの技術導入計 792件のうち，契約条件がわか

るもの）のうち， 48%(:-lll{'牛） i t一時払」、を：1，心とするtl

f11fi支Jムい、 10%(261{1いがロヤ I）子 J主；j；ムい中，心で， f,,T「〉

かれ形でロヤリ子 fを支払う1だがH土全体の日間ら（：l75f'!:)

である 全体の12'7；，は－II年tl,1，、もロヤリティもなく， 1p.

： ~1支外i宇トヂ、 11' { ンf↓等だけのよご払L、ぞあるρ ロヤリ千

・しート，J2～5%がι1とも多く，も） .1::: {, A般的

t（レートは 5%である， 5 %お上びそれ以下のレートの

#}frには，利子i多くの場介、ロヤリティ以外のチャージ

支fムいがあるかム，実際 l:5%前後が．一般的なレート

だE判断Lてよい（／）34）サなお， ff.業時I］の導入状況では，

5“～61年の 5年間の技術噂人件数1114件のうち、機械工

業が 68:-l{!¥: （“1%）と首位で，忌：化学工業および基礎ifil

1どが全体の90＇？；，全占める q 導入問先ではイギリス土ア J

1) 7] -c-'lモ分またはそれ以上をよめるi:135）》

J主術F捧入で見逃せなし‘のは，初当多くのケースで製品

輸出を制限きれている二とであるu != .I::えば‘ βO{fコーのV'事

人｛’｜数：-l90{1＼：の弓 t，， 資料の得じれる：122れについてみる

.L::, trんんかのかたむでi輸出制限を受けている件数は214

i'f:，すなわ九66%にも達する（／l:36),0 61勾ニ：にはこの主1J；＂，が

トが／，たが，近年の傾向をみると，やはり全体の半分近

ノは，なんムかのかた九で輸出制限条項があるとみじれ

ー ‘一一今、 '-~ J 一、，，／一、....--.... __ ..，－、＿＿＿＿..._ .，..＿～一一一、一一現地報告

な／Jill＂な，.， JJ)d「Cも、 f支桁導入等，，ニカ‘らんで企業活動が

キI1'11市IJB.民主れてし、ζ）ケースもあるかんだ
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民営{i千葉の場fr，初I’1i'の中心は資本参加を伴う外国仕

立＂・＂の提院にあろうが，ここではまず技術噂入を中心と

してイ〉ド仮ljの行紛jノC守ーンとそれに対応する外同企業

の行動様式をみてし、きたい B

1 DCM (Delhi Cloth & General Mills Ltd.) 

l>CM fl -( ＞ドの I＇－大企業の→つである。 Econom1c

Ti111川誠 J ご“industrial仰m山番付刊によれば＼純資産

子第 7f久守二間売ト高で第G牧を占めるインド民間企業

のいず人q，，叫｛人であるわ.！tiL ドに活動基盤を援く会全iー

ではずば抜けご規模が大きい。 64年 4との授滋資本会は

70附万ルピー，払込資本金は5270万ノレピ－＂ 63Jf. 7 )-l～ 

li4年 6月の総売上高は 4億6780万ルピー。

j)(、M の経常方針：士インド経常育行動の一つの典型的

99 

μ昨J；，~入（こイ乍うロヤ I) ; l ' l, • 

I 9 fi 1 1fc 

令ft！タド1
fr 1 r. 何ら）

l t.'17 
44 'JI 
:i:c;. 8:-l 
:L 21 
I) ;i,j 

O.:i-1 
｛｝ 

｛｝ 

｛｝ 

(, I:) ( ' I!~ I tロγリヲィ・ブヲノ・ 7 •l ファ I:, ,: 

ぜわれ t!'11設立＇， 1:J

( 'l'i所） l¥・finistry of Finance, Cο111 pa 11y :Vcws a 11d 

入’け／（＇町，＼＇ol. 11、No.21、pp.21～22 

E女

281 7 'i 
パ4/2fi)
67 (21 J 

Ii•.;\ 'i 

（｝ 

（） 
(I 

l87 

2.65 
:18.62 
:>2.:l8 
10日
（） 

() :i:¥ 

Ii;;:: 

1 9 fi 0 守三

ペモ体しJl'i
分 h:(%1

I& 

/ ¥ ,j I 

7:, (I w, 
'i叫「：1ロ＇

(I 

18叫

第 7表

問。 il下
三～4CjOり

日os
｛円ふ

れ.;ill＇け

7＂υ 
7 ：，＇、け

.~" 
J(I",, 

2

イ



1965010102.TIF

一一一～現地報告一四一一一一一一一四一～…日刊一～一一一，J ～ d一一一一

7
0
H
0
2
9
2
2
1
7
9
5
1
4

冒

h
3
4
・h
2
5
G
a
O
3
7
7
0
り
り
・
h
7
1
G
8
7
4
1

、
ソ
込
潤

6
0
9
4
j
7
1
n
b
9
3
2
5
1－
J

5

7

3
・ρ
4
2
4
ι
9
3
ユρ
，b
O
4
0
0
2
G
J
3・ρ
9
5

』
話
司

0
9
4
3
1
6
2
4
3
2
3
0
0
1
0
4
1
3
3
1
2
o
o
l
－

－

0
2
0
0
1
0
1
0
1
1
1

ピ

事

4

1

q

I

A

ル

i
剥吋
j
1則
引
刊
川
町
6

7

7｜
凶
川
州
到
ぺ

5
l「
七
バ
叫
川
河
一
「
｜
川
町

9
F
L
約

3
5
3・1
：戸別
3
1
引
1
4
0
m
7
か
辺
、
b
uリ
N
3
5
5
3
8

万

L
L
9
2
4
3
7
3
1
0
7
0
7
0
H
7
2
3
3
5
9
8
7
1
8
2
2
4
4
5
1
1
9
4
1
3
6
2
2

ク

仁

－

9
7
3
4
1
1
4
5
3
1
3
2
2
5
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1

uれ
＼

し

μ

己

2
1
2
6
2
4
9
7
リ

1

2

H
じ

i
l
H
2
9
・h
6
0
7
ユ
i
H
ら

け

に

H
6
3
2
1
1
4
1
4
7

“5
2
1
叫

Y

4

・

7
5
H
0
5
3
8
0
0
ら

2

2
リ
リ
ハ
リ

9
8
H
7
7
7
7
、h
G
G
1
1
4
1
3
d
3
3
2
2
2
1
i
l
－

－

υ

一

ァ

ー

に

u
o
u
w
b
A
1
A
U
1
q
o
q
υ
1
2
ゴ
什
J
I
l
i
－－

tA141A1i1ム

tAIl
－

l
i
l
i
－
－
－

A
I
t
A
1ム
1ム
’

A
l
l
i
－

－

ゾ

i

E

1

！

i

事

レ
ー
’
t

f

付

＼

円

＼
 

l
i
u
 

rr 
ンイ

E表au 
第

1. TISCO 
2. TTSCO 
,l. Associated Cement 
1.つr旦LCO
5. Scindia Steam 

6. Burmah-Shell 
7. DC孔f
S. l mperial Tobacco 
リ. ESSO 
111. Tata Power 

11 lndian Aluminium 
lゴ l!unlopRubber 
1::. l'remier Automobiles 
I 1 1 ml ia Steamship 
15. Valtas 

lo. Uhmedabarl Electric 
17. Caltex Oil 
18. Hindustan Lever 
19. Guest, Keen, Williams 
20目 GwaliorRayon 

21. Hindustan Motors 
'.!:.?. Rohtas Industries 
ゴ:l.Century Spinning 
三－1.Calico Mills 
'.':,. '.¥ational Rayon 

三1;.l'¥cw Central Jute 
ゴ7.Burn & Co. 
2,". K，明oramIndustries 
29. Bombay Dyeing 
:10. Indian Tu be 

Bl. Swadeshi Cotton 
32. Jiyajeerao Cotton 
33. Texmaco 
:14. Great Eastern Shippin日
35. Orient Paper 

:,,i. Jay Engineering 
:¥7. ¥Tadura Mills 
JS. ¥ Tnion Carbide 
:;r1 Jes坤 p& Co. 
411. Ancira Valley 

( i I＇，所）長 onomicTimi's, 2'.l J山 rnary.1964. 

パターンを示している。すなわち，儲かる事業には何に

でも手をだすという行動機式をもっO 元来 I〕CMは綿紡

会社として発達した。現在でも，公式統計ーには DCMは

綿紡績会社の項に分類されている。 DCMは創業時かん

Ji｛躍を J Jづけて現在では9unil (T.Jt＼：，企 1,,，，綿幸，1jが4

L)仏砂糖工場が2工場，｛ヒつん lj坊が 2 ill」および人組

が lT.J幼である。かまなお，綿向。1，心ご； t.与るが，漸次

,-j(,,'J,it対i',R方，砂糖という伝がし的制官jかん｛ヒ.・，とや人絹に彩

りつ＇）ふる。工場新設の場 ・（「町建1>1'.資少のIlle当部分を外

部借入れに依存するとともに，他の一部は伝統的部門の

収益を転用している。外資参加はないが，成長産業の新

I00 

JJ¥},.,',t U円以（；＇には必ず外i司と技術民H¥;Jる..t!lfJ¥;先i主

判定（｝）川、特定内会社ではなく，これは土思う技術をも

っi，ねであれば，どことでも提携するか11で， 十叶こア

i 1／力、商ドイア，日本などとそれぞれ違J 》た産業部門

で技術提携してν、る D ICICI (Industrial Credit am! In-

vestment Corporation of India）を通じて西ドイツから

947f5000ドイツ・ 7ルケ（約 112ヌ15000ノレピー〕を借り

入れ，｜司時に商ドイツの某会社と技術提携協定を絡んで

新化学工場建設に乗りだしたのが，もり止も最近の提携

-e:!,t, ~~ii.li'.17), 

Kotah (1いjasthan,J-Hj有部）のど二ール工場「RVCIJ

は DCMがiiフドのS社と技術導入契約をがんで Iヘ℃製

造（｝） k l1(川－howを得るとともに， メれよれtびii本のM

十！ーと議本契約を結んで建設したものである。投資総額約

5000万ルピーのうちの外貨必要額， 4削7iドル（約2000万

／レピー）は返済期限8年の円クレを利用したが，このた

めのルピーの一部は PunjabNational Bank Ltd.からの

中期口一ン 750万ルピーで賄った。 Kotah近郊にある

おhrirarn1川 rEstate内の 100エーカーの工場（lownship

f除く） Ji、j；コ上、カセイソーダ，カーパイト， :ij止ビの 1

県川を製造すらデラントがあるが， 三れん機械ii宣告；；iの供

給と運転lの保J1U土M社が受け持ったl fi2{1三Iけに建設を

Ill！始して以来， 23カ月後に建設が光 fL t-::.o 隣践して同

じDCMのタイヤ・コード工場（圏内金融の一部は State

Bank of Bikaner and Jaipurからの7507i；レピーの中期

ローン）がアメリカからの技術導入で建設されているか

ら， fit]estateは近いうちに DCMNagarともいえる工

業1~丹j也に tc 7，ろ

~l逃tUn 、のは，製品の塩ピ（PVC！のHbi売身辺、であ

ら， R¥TJ it PVCの相当部分を輸出し口、るが、この

輸出－J）法が注11されるつ M社は RVCIi製 PVCの優先

泌外｜！ト正売絡をも〆〉。 PVCの輸出（II伊1Ji'i;iril分がIi本を

合む極東向け〕は64年；t月にはじまったが，海外流通而

はM社が掘っているので，輸出のメリットの大部分は，

M社に帰属しているもののようである。 M干上は輸入した

PVCを日本の力11工業者に売り減すとともに，槻東のt.f'i

てつ［汁に 1，恥：有してし、る＂

2. OPC (Oriental Power Cables Ltd.) 

ハi刊、 tt Eo1.1hの南方約19マイルにある’d主総メーカー

〈ふる 泣 ,r!t!製造のために新設されよ三二＇／： l：で、 MAは

おom川 ia＆ ぐ S.Bharaktiya Private Ltd. （討＆ B社）

である。新会社であるが，その設立動機はDMCのRVCI

Unit設立のそれとよく似ている。 MA; Somayia & C 
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日「ー～d ーい.，.＿一日、一’一」日品、や＿.，...................ー」.，.＿＿・－－・いtー」－－－－－－一・・－・～

人 Bharaktiyal汁，vateLtcl.は織維など十♂つ治ベ／〉伝統

的企業を経’はしてし、たが， II年代の波に乗り外国技術を導

人して貫工業仁進出しにしりであら

S&Bf_士は授俗資本社主2000万ノレピー， .｝1、込資本会1050

Jjルピーで，新0社（）ドじを6liV-に設立した。外資君主力u
【まな」、山で，：i，λ友のほ俗資本l(J()(I万ルヒ 以1.n｛舗の

104{'1：中の18｛斗の内に含まれる。したがって，重化q：工業

主社l川和l茂でt工小数例に！瓜する l茂立とi"JH!rtこ， i寸／：保

険・長期金融機関 LICを中心にいくつかの.L1;開銀行か

↓p合Jil 三日0万ノL 二ーを長！~！に借入れし， 二日〉ルピー資金

でインド政府の円ケレ勘定から必要外貨を引きだした

（第217'.l'Iクレゾ〕利l則）.工場の建渋資金l士約187071ルビ

ーで， c，ち，外貨必要W,t土約ll;o()}jルヒーりあハJこ...r弓
ケレ獲得と同時に， II本のS社とロヤリティ・レート（版

号額の） o.:17°；パー電線；）lli;_'i一式C')jt術導人1/_1約を並行び，

輸入機械頬（約1150万ルビー）の全部を S社の指示に従

pて購入した。操業をlt Lめてか：＂，も， fl出t，絶対材料

等の原料はi道産品がないので， 8祉の示唆に従って欧州

方面か （，輸入Lでし、る。

。PC ，~は工場JT1、張dl11!1i 店おあり，現在(7)11 :8；ご能力を（》i5%

ほどふやして年産1600キ口メートルとする予定であり，

'iイセ t ス取1':j' lまぼf桁たとし、j,;i Lる。 このための外貨

は第 4次円ケレの利用を予定しており，技術指導を Si'[: 

怜らヲl>iづき・:7:i.tる rc:tずをどとのえーいるけ

3. BirlαNagerの工場群

Gw,ilior (M山 lhyaPrc1<icsh 北i恥近郊の BirlaN斗｛＇げ

にはヒルヲ財閥心；系の繊維産業医H糸3社が隣接しとf操業

中である icから日MMCO(Central India Machinery 

¥fanuf山、turingCo., Ltd./, JiyaJ口、Ino C川 tonMill只 Ltd.

および GwaliorRayon Silk Mfg. (Wvg.) Co., Ltd.の

:1社かそ九で，h?'.i. Econo川 ic’J'i///CS社 ii，斗之の[i，大企業

番付（第8表）によると， GwaliorRayonが20位， Jiya-

jcerao Cotton f¥1illsが：1:0｛立で，じIM島1C、（）もまf二， Jム

込資本金1印0万／〆ピー，工員30()0人を有すU大会ft（＇あ

る。 3社の関係をみると，繊維機械メーカーの CIMMCO

ポ二つのゆ績織的7会社【ハヴーク J つップ｛'il¥l"Jのような位

置にあるo3干上ともビルラ財閥の MA,Birla c;walior 

Private' U,I. ,H'f営権合1J使しこしる。

まず CIMMCOをみよう υ 製造，＼／， t Iはがj糸憐2種主｛し

出＆布機三種頼び），；14種牧j（，生，itは， 60i¥iU.J統pii による

と独占に近い状態にあゥた（注38）。＂I4種類ω生産機磁の

う・t，，新刑の紡糸機と白書訓j織機に外I年｜技術か導入しいるし

1Ti1者l上F4lごイ、ノν）M社（l)j支術を i主人して.J.iIJ，後部i土tJ

4,:(1) J¥ f.上を通仁て日本のE社から技術導入してヤィシ。 F可

ドイツのM社と日本のE社から若干名ずつの技術者が派

遣されて技術指導に当たっている。他方，繊維機械を製作

する機械にはじlMMC<）の自しtiがみられる。 ii坊には

イギリス， ドイツ，チェコ，ポーラン lごを中心に世界の

主要 l；業国製ti）機械が雑然と並んでいィ与が，新＇Ii'！とおぼ

しきものは大体においてチェコ製である。機械は自白［j,

技術；J借物と、うのが字i亘な印象であふ｝これが DCM

のRVClUnitや OPCと違う,i!，＼であるoUCMの RVCI

Unitや OPじでは機械も技術も借物であり，たとえ資

本参加はなく主も，和1'11佳皮tこ提携先企菜の志：1，，］が会社

経営のチ：i1,,1を；事尖上，左右しているのではないかと思わ

せるふしがあ.，にa ClMMCO はこうした印象合点、まり

支けなヤ。しかしそれでも，製品には CIMMじOの商標

；こ並んで紡糸織；土M社の自動織機には HLの調印が大き

く衣がされてk、る。

製造された繊維機械はどルラ系繊維会社二を中心に会イ

ンドJ川町績会止に出荷！とれてし、ζ〉が， ー出iは近隣ぷ国に

輸出されているようである。

じ！MMCO山｛｛｛員！Hこ.Iiyajeerao Cotton Millわがあるo

h万鎌のスピンドル， 1600台の織機， 1万人の工以を有

し， "i・li',J出荷街17200万一ルど－Iこj土するビルラ系の紡績会

社の UJ企業である。織機は全部じIMMCO製である。

J. Colton Millsを 'i＇火 iこ，その －；｛I ｛＼＼］にあるのが

lJwalior Rayonの WeavingI livisionである。 t,waliOL

Rayonはインド第 lの規模と歴史をもっレーヨン会社で

あるJ j’主権資本公sooo:uYレピー， tム込資本金40出 Jjノレヒ

ー，総資本利用額は Ii慮、8960万ルピーである（64年：3Jl 

末現在：） • :l diハisionからなり、 1-.::erala十IIの Mavoor』こ

woodpulp division, Madhya Pradeshの Nagdaに st,ト

1》leiil叫 rdivision, Gwalior iこ weavinロdivisi口口をも

っつ 3divisionによる一貫生産体制が整っている。

Gwalior工場i土64｛ド9月現在:l95台（8月までは280台

であ 2心）の織機をれ－，。一般織機は ClMMCO製で，

特殊機械がイギリス，西ドイツ，日本などからの輸入で

ある、 Lーヨン墳の原糸は Nagrla工J;[hから供給与れて

いるが，テリレン糸は全部イギリスの！CI社から直接輸

入しU 、る。ほj也で前五したところでは，テリ l-＞のi通
産化は＇ 1iihiなし、もようであった。 Birlal色系会社でさえ

もIじlとのテリレン糸輸入交渉はし、ろいろの点で 1k-J 1 

ではないそうである。

4. N. fisheries Ltd. 

N. I-'；凶hericsLtd. iよ， 64年 4jJ現在て資本金三明日／レ

IOI 



Ⅴ　中小企業とIndustrial Estate
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ヒ白ー，従業員総数300人であるから，インド企業の標準か

らいえば中企業である。しJう・L‘漁業・魚訟の i沙：／JI口二

会社としてl上 fンド唯一の会社ムしし、会干iでふるa 完

全な外資系公tiC'，出資比率：土出品t49, .~主役数；土 i ttI O 

56年 3月の役立で，当初は Bombay中心iこj活動してし、

たが， 62年 1月の Cochin支社設立以降，実際上の活動

の中心はい，chinに移りつ， ）点、り、 Bombayi士11長熔魚類

の保存・ Jl¥i売t¥：心、とな，Pた

経営状態は操業以来62/63年度までは I年を｜泌さ符｜二

の黒字であ寸たが， 63/64年度はわずかながら赤字に終

iJ－，たと＼ '1 "1' ；：.，.，しかし，資本参加会社治ι「、与：；〉と、

秋という形はとらず，政府からのノレピー伯款という形
c 》ヲ

つ土 ( 古〉。

DCM J）場 （t, IC、lCIを通じる｛円以、は第2のケ一人

＼あ ＇），後述jζ，l＇！ケレは第 3，；）ケースである（Mini-

stry of Finance, Rψort of the Committee on Uti・ 

li川 tionof External ilssistance, 1964, pp, 26～27参

!Kilo 
（計二38) I》lanning Commission, j’rag 1-ammes υf 

I11d11strial lJcud，’，p111cnt, 1961～(j(j、p,127, 

(, 1:39) Finan, ial E,，ξpres，片付（）《iラ 1964.

V 中小企業と IndustrialEstate 

資本参加ν）! " ノトはN社（／）経，，；：；；状態の好・ 1，，滅にある l. Chandigarhの M社

とL、うよ I:, ] " J＿； しろずつ土大ぎ〈輸出コ 1ノ， ／ ・＇ンと t、i川，rndigarh(l》unja

輸出魚類の？商苦奇国での販売益にあると U、われる心資本参 業の一つである。il'l］社は Punjab政府が Chandigarh南郊

力日会社たるT桁：が輪出魚類の一三手R反売権をt躍，Jているカミ に開発中の中小企業団地 ChandigarhIndustrial Estate 

らである l 〕士；］親会社たらrnーはN社の営業1＆＊－郎、か

／νよりも X社川輸出成績に問｛.、をぜっていろ♂川ふる。

N社は現在，設備の拡張目十簡をたてているが．そのた

めの外貨資金30万5000ルビヲーの調達はT社が凶i倒をみる

用意があ心 υ、われるし，車輸入勺イセンスの人予も輸出

実績があとた，：，れ易だとu、九－，＿39＞＿設備が拡張汁1れは、

3～4年1人lに愉11＇，は問。万）［.， l：＂ーに矯加 L，’rriの収益

も増加するとし、う予想、がたてられているつ

N社のほか， Cochinには，魚類の冷凍会社が約20ね；

（そのほとんど｝ ててが外資系〉もるe これい引~？rH主，

いずれも｜ ι欠）JII仁・冷凍斡lti¥を iな業務と－j・ -'., その利

潤獲得のメカニズムは， インド人i魚、民の捕獲した魚類を

安く購入したのち 1次加工して泌外輸出した場介の以後

にある。つまり‘問屋制的商業利潤の追求であるわ

（注3•1) ;,.'linistry of Fimrnce, ComJ•,wy ,l<,/e,l(.叩

and Notes. ¥' ol. 11, No. 21, p. 22. 

（注35) Ibid., p, 19. 

（注36) Ibid、， p目 22.

〔注37) Private Sector の企業が外品1，／）桜ll)Ji空会ご

機械設（%主イ－i~；人する場合にけ， iつのチ－＼ / :・ L があ

る。第 lIt i; ＇ロジェク｜心地 ・rtで， こ，1，助会にl立民

間企業力［1’1）主， AID，りンン iン輪銀，泳三，11よ1n手と

交渉して也被外貨出次を受ける。第 2U：，斗1プロンエ

クトの場合で， この場合にはまず IFCLICIじI等ωイ

ンド政府所有の滋業金融機関がド士銀， AID,German 

Kreditan,t.alt ＇｝から外貨 4 .Jr, iてil'fり人れ、 ，｝）外

貨を民Iiiii' le Iー外貨の1診 E了＼'rLする．治 1、上 i 

y ド政；；，； i), ，，止1/ftlUベースザ外民主借り入il, II'！’：：1 企業

は1/4'款外貨と（'Jinlfiのノレピーを政府に支払ってインドu"'.
/ff )9[つ有のイ 7 ・7 ークベ jl k外貨を平IIJIJJろ 1. F心i

っし第 ；3l' jケースでIi, h';l[',J企業か lI /; j l；ょ叫1＇〔；；，

IO之

（全体ご40～50工場からなる）の一角にある電気メーヲ

ーの Jーカーである y 波立は60年ラ 61>Hこ操業を凋始し

た3 従業員はが＇］ 350人（うち，女千工員50人弱で8時間操

業であるから， industrialestate内の工場としては大規

模なほうである。技術提携先はハンガリーの心干上，製品

にMtl；ど提携先のじ干上の商標が併記されているのはどこ

ででもみられることで民とするにたけない。

近代的なのは，その職場環境，労務管理にある。機械

鋭の配控室，工場内の採光と清潔さは一流大企業の工場に

'f;' 人t；.＂、。弱電日、うk子労働tこ適した業種ではあるが

駄のーのJじインドで、はillii'J一年齢の， 定 年i袈以上の教

育ι受けたと忍われる I；，：子工員を，会社の政策として

定数以上採用するのは進歩的経営者の行動ノζターンであ

る（／HO）。と｜ロl時iこ，その地方では伝統的な社会生活上の

諸Hi紛がある程度まで崩接して，社会の投下層以外の女

竹も職場iこ進出できる条件があることをむ味する。経’以

者のピヘーピアには，儲かるものなら何でも作ってやれ

という伝統的考えが，一部に残っているのかもしれない

が‘表ifliに現われた経常方針，経営方法は中小企業の内

では近代的であノふ

2, Amrits田の s＊－土

Amritsar (Punjab州西部）の工業地帯の一角にある S

祉は古い形のインド中小企業の代表であり，多くのイン

ド中小企業家のビ.，ーにアを端的にkわしている。 I正、t
liiJ :mo人組J支で 2交倍、なヤし 3交七十；W]をとってu、るJ

Jじ米，毛布製造をiな業務にしてし、たが，経営者の言に

よれば＼儲からなし、ため．生産量を一時の 3分の I程度

(4,rlD57；枚）Iこ治；としてL、るとのことである。そういえ



Ⅵ　労働者の状態
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:t Lイ11用織機の大部分は薄日；・r-，.、台！志のq：三自民ってU、た。

i也IJ， セーター用毛糸のうj白土儲かるんしく，今後はス

ワ戸 y プ・アンド・ピルト式に毛ずli'ti廷を減らす一方，

E子炉、をふやす予定だとL、う ここ主じは羊毛羽II工業だか

らtill越はなL、。

問題は羊毛加工関係以外のし、ろいろな製品の製造をl,i]

じ工場敷地内のl,iJじ械でやづてν、ることである。第 lに

ホ、ソクの製造。これは H本の某中小企業の特許を買って

で々、うi：屋のような薄暗い存lit訟の内でがj年工を使って製

l立し、かる。第2に食用t1¥1n生産 二Jlτ土アメザカの某

11 f川、機械と特許を買，パ｛？と米ぅ、λ食用j自を製造する

I λ トをl,iJじ敷地内に何ぇfJけq1でふ J た。経営者の

＇；に上れば，ずいぶん儲シる fl：’・Jrc円 f＇，いごと U、う。今後

も，少しまとまず》た資本でやれるものがあれば：そして

それが儲かるならば， (i,fにでも手をだ十とし、う υ

3. Industrial Estate 

二i二な者II市の－flJには，必ずといってよヤく ＇＞＂、州、11攻）{I'

が中小企業振興のために建設した中小企業団地 in【lust-

ri日｜じ，tateがある。 imhいtrial臥 late山中央付近には

り talc）事務所があり，多い＇））訪れ，そ山近くに職業紹介

li/r, 邸｛更／；，j，その他若干のどとJU，必f＇.＇：がキ！る。外鋭は自然

活＇Ilt'Jな中小企業地帯と迎 iて主 Etりがあり，整備さ

れた感じがするつだが，やや立ち入りてみると，その多く

は併に数十の中小企業を都市の－f(Jにまとめたというだ

けで，経営！＇10にはそれ以ーヒのメリットを見し、だせない

/Jl〔本l，製，W，~島の運搬手段（鉄道・道路）には industrial

じstateにあるがゆえの便宜はほとんどなし、。 estateの企業

111111::1の有機的関連もfふ！， , ；~い v トーほうが適切だろう。

Jことえば， Delhi市郊，＇Jけkh泣い i山 Iustrial Estate は

とナャ・エステートのー＿， I－：，，約7S(1':f；をもつまでに成長奇

_jl_i:くには西ドイツ長!VJに仁；；－：，q1 i］、企業技術センタ－

L ,-:;, <,o しかし estaterJサ7l fじ紅土どうみても雑多な寄

せ集めで，経営者の意識もその多くが自然発生的1j1小企

業とあまリ変わらない。 handicraftデザイン・センゲー，

錠前製作所，自転車部品製作所，ラジオ用ケーブル製w
所等々。どうみても，これら企業問のつながりはみられ

なJ i 鉄道の駅が目の前にあ勺ぴ〉に勺シオ用ケーブル

山i／汁では原料と製品の連隊；二立政：r.・＝の牛車を用ャ，

けId])elhiにある問屋からIJ;,Hi燐人L，日I］の1/:JI誌に納

人して L 、る， estate の空ト！日uよぎd1ii1 －~＇ A i乙ヤるカ入 J:J誌の

｜付加；土薄暗く，伝統的個Ju弘の域全日辻、ものが大部分

であ；：， , 

一般の industrialestateとはりIJに， H!vrr.HEL なと

1，，～Vi 

ヒメtale）をも－，。 HMTの Bangalore工1坊は，本工場の

-{iJ;tl)ijちにド議工場団地を用意してし、る，，iii由i{土40～50

村山品一致，だが， 64年までに10社前後がやってC'Iヒにすぎ

ない， HELの Bhopal工場は，本工場の左斜後方の132

エー力ーの敷地をそれに＇＇ iてているo A闘では，この敷

地に44祉の小企業と 6t土中企業，”十50仕を誘致すること

になっているが， 64年9月現在，わずか六つの小企業が

進出したにすぎない。中小機械工業の義礎がきわめて貧

,;,itげ P(', 1 IM1、や HELの積何回（i'Jll/Jf,X:策にもがかわら

に イげの十清工場群を凶営大機械［J誌のl,';J[Jj_jに記遣す

ジ，.1-1111i州、iiii主には大きな困難が倣／こjJ ノい、uとb、えよ
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上人i：刀50人υJ/,( （‘仁a が.·，：持告に ~1'.JII されているのは

羽労働者山状態
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itll分の）j↑動背の上I恥は1.5～三ルピー。

111, Delhiのプ3つえチッ ＇！1¥v／今d円引i二Hi：分Jl,i＇・工およ

り；片平工II裕1～；＼ Iしヒι－0

締めくくりに， 61 /62年度につU、て，'r':体としてのl¥il件

J'i>'f')j働 ri・ どそれti.？＼－の労働／，とのli¥JUi賃金出jさを永小

してみ‘ょう。

(il 62 ~· 1主の It!・：：；企業： I ncluslr山Iand （、川口merciλi

Undertakings of Centr礼lCovernment）従業員26J:i5997

、［管理職Hを含む〉の 1人＇iたり，（J'J賃金・作給所n
は年間ism，レピーであった(IHli)。月平均 150ルじ。ーでふ

ろ これに対し， 61勝年の月収200ルビー以卜の全工勝

手J働者 C1 lド業所］（I人以上1uU1l)平均年問所i：れ土141-1•t, 

ピーであったかh，それ以上の収入のある労働符を加え

fこ総平均t土1500ルl二一程度,e -14；であ r ，／こと推Iι玉れろ U

J-J日X.ベースに換算すれば 125ルピーになるひ I国営企業の

サJりが重t'.-t ワラス υゆi酬を ：~IレでいるのにおL 全：IJ¥J; 

労働者の平均は同営企業の分をfr,んで、ヤるぜ したがっ）ζ

'j,'.J:~,' U) )jrf十｝＇t LJi~数やより t それぞれ屯作I·ずつfth 、はず

である。それy主左 ι，/j，く，相対的にみて， 1¥-1’F士｛1、業労働j

出・ I：それ以外び 1 ＇）；伯~J討の貨余格芹i t 19!il/!i'.? "T f主に，す：；

和，＇，巳イ lつA違う :tI lども，・ -1に 20りムιくあ ，このTit
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なhろ今 Jう・－ It 

：貨I'内な広義の所f特4くf答はそれ以上に附いていたと忠われ

7, 

(il: 11) 10人）I..i：を，（i白 Jijしか ) j,Ji ）） を使Jilする！よめ

れより・20人以｜：を件r¥J 11し動力を仙川しない工場の労働

「fυ 1 ! ' ) ）ち， 19俗王手［弘法で¥ii｛＇＇義務le-IつIル.））

'iii•動 ,V,iMi日istry 。f Labour and Employmじnt,of>. cit門

p. viii・なJl,(<t

OHゴ） イシ i,J）給 1/1 l t'i:念と l一ナノ、ノハ，， ~' ;:, 
,'(iill, wageよいえば，！？出icwaぷヒ（原l!ljょしてLY("r 
公し）と《learnessallowance （消費省物f1llilニスライト

iーら）：＼，； (, :1；多l,,}, 1旧日cwageにλ ラJ I Lt:'' ご

.¥ ，：＇~じスーノ f 卜したりする場，＂H，ある）し；) j「.ii‘－点n:l i行

寸J w金統，iiで basicearnin日というときは， こ.｝） t白、

l'j-:;｝）叫パピC をmi O r td;:A<司'Hii、くら （二 'NI払iiた

J必f，／）牲のJi－］科は， とく klリ1'tiのないかぎり， i岨sic

wageーノザス dearnessallowanceである。ここでも l't

2・t与 :,, if(呼＼ ,': <t 1》asi仁 wage ノ Fス《lcarnessallo-

wance d〕紅！とその水準に対してもちL、た（Ministryof 

Labour and Employment, Occuρatio11al Wage’Sur-

Jり’（l;,-ncral ]{eporl) ¥; ii.（＇＼）。

(il:4:l) i1111111al Re,ρort 011 the W，οrking ,~( lnclu-
～trial al/Cl C1111ll/1<Tcial Undertakin』sof （正’11tral

( ;tn'l'/'1111川 1tj川 the)'ea 1・196:!/63.

( /1:4{) Indian Lahour Statisticsから JJJI{ 200ノレ

上－－LI.I、つ守ff,切れ’今、l'Y1イ［＇－11児が、仕占んら jlろy しか L、

1 1上！ I 'JJj:,t:人宅えて＇・＇ふ労働／－＇；吟合むド J'J均三JjV_II付1

ごとにしかポめられない。し たがって，総、ド）王JU)l'U!；定

じIt, HI w とi})JJ !JY. 200 ルビー ）＇）， ード （｝） 守ff•的＇／＇；の l’ VJ;

川ご，； ,, ' /,, ・1H時計 J）、I;・)Cj .L の；ヰij（，を；Ji:Y'J, t主主ヰ uJ JI J!!I. 

200ノレじ一以下tノJ分！効 .f,・ j）、｜ぺ ）！j>j土Jlx'.をこ i/)',tfljifでふく

》ま l,・ Jit'..<E l. i 

( il: 1九） こdl 本笛•＇／ ..-'.' I、のj｛，＇いを；位入；けり 111iL、は

なりなL、。イントの繊維'11働者の賃金は判｜対（l'Jに尚t'l
訟であり，欽fi~ ,;,f攻械IXより iむしろ ，.：：； ¥ 、くらトピ

夕、る J

刈 j）~：＿，、生1,'i水挙，；＼’：j' 、物11111

以上経済，n・画と実綴との問のコントラストの追求に始

't ＇て， i吋併企業．公営企業、民沢大企業 中小企業の

隊中tiを外資，外国技術に対する対応パダーンを視点のrlJ

心にすえてみてさた＇ !'.lヨ’iJ;企業労働千？と民’ぽ企業労働者

の生活環境・賃金水準の違し、についてもみてきた。ここ

、λ、たfこしに｜主i民れ済の次元にたちi!.';んうむ

統，i'I・によれば，制／64年I主の国民所得はじurrentpr,ιc 

でl付17俄ルビー， 1入、＇＇1たり所得は年間 :348ル〆ピーにす

ぎなか，， f:ジ注46）。これを階防虫ljにみると，民間！大企業，

政！（J• L kねとい企業の市級W.fl若者クラスの年収が数万ル I~

ーと推定＼41，司'li¥J管理長ケラスのそれも iJjルヒ－））＿
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I：であ7-，つ これにみfし工場労｛副r?i"のJ平均年収はり1'I・に

J ;,l)();t., ヒー，上JUE会で ι175（）•！，ど一位伎と推定される， I 1sl 

］（の大lーをiiめる呉氏， rトrf詩人，農村工業司家内工業従

事おの所i~i＇は， これよりもはるかに似しユ第11ト夫の二つ

山夫をみ上う 全 fL ド家）,zlU）所持分イIi, 1!1fi1:断級家：厄

の19¥j可分イIi，会トi家庭的11i1U分布を，jミす＼、いカ‘に｛氏）,riq

’夜店点、 t•，、ことかη りljU),i），司会fでは， インド故，1'1jの十Jii¥} ;/( 

’1I・t誇る Bombayぞすん， JJ収250’Lビー以上山’i;:Ji.工lt 

，~ft. ，り：mマらに寸4ざfトし、ので」＇＞る“ 147)

二j1 ;,: Ix.II日， Lぐτ { L ドには 1i:L、に交流ザ）f( ，，二－) (/) 

,i'i~dH流通 ,i,J－；，；がふ〆s. 4 つは数，：－－tc: I、のイ L ド人

' k十人山fこめのili.11；であり、 /ill( tそh）、j、タトジ）11:jtiJ(i'.J多数

の f' i 人のとめの diJJ；むあ心 l 一方はしと L て外I ＂~＇·長

本T外1ι1以外iを券人して’11.i>'I－－－~A ，允大f「業の製品が流通

l. i也はか、統的'i＇’ト企業や農村仁菜、 rぶ1人j1jミび）宇l品均、

;,fr；，主す心かt，こt士4句々交t官1であJム》食H,',

,11,1,. I幼n:11こ｛上コどifrt治込あ士 IJ/,. L、｛ fごとえi工，， { > ヤ、ソを

べ］f仁う f - ]JC, Hヒ47：結t志社グ） ,, Tシ γ •'/ /J: i長40

～｛》（）It.,I~- C・,',J,iL :・ L、ζpか、 f/ I ；、部 i'九（／ lr'f~；，； Al+,',,',

1,1, ,: i j J..：.浴r--，ノ＇）｛）i',J¥1•7 { :> ＼・ソのきず物が t～；， IL• ピー

-.-, r－；こ；土ν，：， イ！けん 1, 今）1は￥Jl人，＇，

υ）モ ~I よ点、込（／）（二 ~IL ‘ ｛也（t撲十也ll；辛；v＞製品 C'Ai、三，， ケ

、，n上｛｝古のHHJJ,',

刊！‘｛山；t](J 1~、／；；（） 07 ,,. I♂！←hこ一J主t;L、 Lζ ト7ン仁

it. ・ 1/iJ: f,tlf)’l-L －）；.トーでdh・＇.，が， i也tt （）日ルビ－

Aリ JせLit，、 l,[. L ヤ JI-.t I）てある、 i王とんどr/)i内食UJ-

f11!1怖i二lI二JJのdiJ:l{t/iJ(lO~t l n!)fjさがあ／ム

;1；：，大trllH発支：1:

i¥j(t！、K「出：、」I近代的流通シス yムなどのため， 1,l:j)_i1 

':'!'I t泊、りの物価鳩山Itt，のすごい勢円、である＂ lklh, 

(iJft:1↓品を'Ii心i.::., 11)11郊貨等の小売総格か（i4lj'. JO 

)J tでの i与i間iこ，全i半；とし c:lO～，1(ド！／。｛f/jJ・_/J；り L！こv
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で100～150円の駅弁に机I;/lするのを捜せば， 4～4.5ルピ

ーは必要でふろ円。サービス代もがとして安くない 髪を

吋るだけで II本ω中小都rti（／）散を」／にと同じく「パ、；令。

内容的にいおぶ｝こならないく「パ1主術が下手でそ，jL どけ

1＇~~い。クリーニング代も， H 本よりも Delhi のほうが内

科も加味すれば向くつく。公平・にみて， H'：中：の生活必需，＼，＇，

(I）レート ftぷ叱／） 1 yレピー 7:'iFrJではなく，叱L、ぜい 1

1レピ一二411～，10P-Jだ。香港んI'llの 1・I fil 1レピ－HIIV1が‘ 64

1F9月頃にルヒー買で IU.S.ドル二7.7ルヒ－rifi後（公

定は4.751レピー）だったといわれるが，このレートが，

家賃や耐久消費財一一これらの価格はお話にならないほ

どi刈いーーを除く消費財とサービスの悩格の実勢をほぼ

/y）央！ といるように忠われる（あるうと水準のインドノ人

、昨年みU;'t,活をしたとした場合）。

i;fj ;; （火計画iが主（，・I、1 て以来，経済成長十三の低トと物iilh

騰貨のため，大多数の国民の生活水準は絶対的に低下し

生活はますます苦しくなりつつあるように思われる。

(' 巳46) Central Statistical （片山口1日 tionの暫＇， i'

( ,JA7) Bond川 yl lnivcrsity , ) l悶Nによる。

（海外派.i1'itU

ギI：ニューデリー

アフリカ経済の諸問題

ー研究参考資料第7；~集

藤 III •Jl、二編

第u幹 アフリカの貿坊と共l11lriiJ易 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．田・白・・・・・・・・・藤 間 弘 二

第 l伶 この報告のれ人 L

iJi, 2 Ni アフリカ11¥j,}) 'rt民

第九 Ni アフリカ山域内貿易

第 4節 アフリ力士l；川市場の条｛'j:・

第5節むすび

第 2i;¥ 沖iYフリカびJ経済統合．．， ー・・・ーー”・.....・・ 4・・・・ a ・・ a ． .. y-{ J1};: 同lj

第 I2ri アフリカ軒市山花桜形態

第 2節 ：東アフリカの経済発展と経済統合

第 31容ナイジェリ γの経済構造． ，入江敏夫

!it¥ 1 it 経済構造び，＇J.'i'H

第三百J 外国主主 ノト

第 3節産業の概観

第 4節商品・貨幣経済の発）民と紅会構逃の変化

第 4市： JIアフリカ共和IJIにおける人係；：｝＼YJの経済的例。tf1i . -ii: 与も 史

第 IN：歴史吋械

第三郎経済発展と！う•＂'i,"）；働力の形l戊

第 3節産業・労働上の人種差別

第 4自i'i 人種差別の経済発展に及ぼす影響

白... ~ 5 ,,・, lート・ジ討、リー／レの主主済発，，，： .ー・司 a・a ・‘. ー..・・・・・.. しい Jft {§; 

j;j'; 1 /:ii rフリカlニおけるコート・ 1」『／レ

第 2節 コート・ジポワールの終済概観
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